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国会が共謀罪や

森友、加計学園など

で緊迫する中、九条

の会の講演会が６月

２日に杉並公会堂で

開かれました。九条

の会呼びかけ人の澤

地久枝さんと世話人

の 9人が発言するリレートークです。 

澤地久枝さん……安倍首相の暴走はすさまじい。最もひど

いのは憲法記念日に憲法九条に自衛隊を明記すると打ち出

したこと。小田実さんは一人一人の小さな努力が世界を変

える」と言っていた。自信を持って頑張りましょう。 

愛敬浩二さん……奥平先生は「僕は連戦連敗だけどおかし

いと言い続けてきた。戦後 60年がそんなに悪くないな

ら、それに寄与している」と言われた。自信を持ちたい。 

朝倉むつ子さん……安保法制の制定過程で安倍政権は女性

の権利について一切触れなかった。安倍首相に声を大にし

て言いたい「女性の活躍や女性が輝く社会というならそれ

を可能にする平和と平等を私たち女性に保障して下さい。 

池田佳代子さん……ドイツは大戦の反省から難民受け入れ

を憲法に決めている。その憲法をメルケル首相は守って難

民受け入れをしている。憲法を希求した人が憲法に命を吹

き込むということ。日本でも沖縄から総理が生まれたら憲

法に新しい命が吹き込まれるのではないでしょうか。  

伊藤真さん……自衛隊を憲法に書き込むということは、戦

争法が通った後では「海外で武力行使をし、殺し殺される

自衛隊」を憲法に書くことになるのであって、「専守防衛

の自衛隊」書くことではない。絶対に許せない。 

伊藤千尋さん……沖縄・宮古島で住民の力で自衛隊の飛行

場誘致決議を白紙撤回させた。「訴えは無駄ではない」 

清水雅彦さん……「憲法は国家権力を縛るもので、縛

られる側が規制を緩めるような発言は許されない」 
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国連からの忠告 安倍内閣は無視 

国際的組織犯罪防止条約締結のため共謀罪が

必要だと政府は主張していますが、国連の立法指

針を執筆するニコス・バッサス氏は「この条約は

組織的犯罪集団による金銭的利益を目的とした

国際犯罪が対象であり、テロは対象から除外され

ている」とし「新法導入の正当化に利用してはな

らない」と指摘。また国連人権理事会のＪ．ケナ

タッチ氏からも「過度に人権を制限する」と批判

が届きました。安倍内閣はこれを無視する姿勢で

国際的批判が高まっています。 

 

安倍政権の暗部露呈 
森友学園の不可解な国有地激安払い下げと、

とんでもない教育内容が暴露され安倍晋三夫

妻の関わりへの疑惑が深まったと思ったら、立

て続けに加計学園の強引な開設認可。そのもみ

消しの凄まじさが徐々に明るみに出てきてい

ます。幕引きを図る与党のみっともない姿が安

倍政権の支持率低下をもたらしています。「出

所も明らかでないので調査しない」などという

むちゃくちゃな論理で調査も証人喚問も拒否。 

官僚主導の日本政治の問題点が取り沙汰さ

れ、政治主導に切り替えろという世論の動きの

中で、官僚の天下りの是正が行われたはずだっ

たが、実はその実効性は疑問で抜け穴だらけ。

批判の集中した文科省だった。その天下りを仕

切っていたとして辞任に追い込まれた前川氏

がまさかのこの場面での登場。安倍内閣を追い

詰める切り札になるかという役回り。安倍の独

裁我慢がならないということか。 

 

千葉7区市民連合 流山     
７区の市民連合が「みらい 7 区」とし

て発足し、流山でも相談会をもち地域で
の活動を始めています。自公与党を過半
数割れに追い込み、憲法が輝く未来を！ 

連絡先 磯野 090-2317-0898 
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５月１４日(土)生涯学習センターで流山憲法集

会を開きました。講演は「日本国憲法の危機に

直面して～日本のジャーナリズムの衰退と萎

縮から考える～」と題して森達也さんの話。 

 現場を知らない人たちが 安倍政権は今だに半分

以上の人が支持する不思議。誰がいったい安倍を支持して

いるのか。僕たちは現場に行く。戦場、貧困地域に行き、

困った人たち、苦しんでいる人たちの話を聞きに行く。そ

うした現場を知れば国益優先とか、国の威信とか、日の丸

をたたえよとかの発想は出てこない。現場を知らない政治

家の発想だ。本来ならば、もっと多くの人たちが反対の声

を上げるべきだし、現場を知らなくても想像力を持つこと

はできるわけだがこれがどんどん希薄になっている。共謀

罪を反対するのは自分が悪いことしようとしているから

だろうという人はたくさんいる。悪いことといいことと誰

が判断するのかという発想が全く抜け落ちている。権力、

お上に判断を任せてしまう危険性を想像すべきだ。共謀罪

について「一般の人は対象になりません」という。一般で

ないとは誰なんだ？犯罪を起こすのは一般の人ではない

のか？イメージとしては狂暴で凶悪な人みたいな。法律を

犯しそうな人。でもその人だって法律を犯さない限りは一

般の人だ。その発想が抜け落ちてしまっている。 

オーム事件の後 何でこんなことになってしまったの

か？1995 年に地下鉄サリン事件、このときの TV の作品と

してドキュメンタリーを撮り始めたが、途中から撮影中止

を言い渡され、どこの TV 局からも放送できないと言い渡

された。何故マスメディアが僕の作品を拒絶したのか？答

えは簡単。オームの信者は普通だった。僕よりはるかに純

真で、善良で優しい。しかしこれはメディアでは出せない。

オームについて狂暴凶悪な殺人集団。麻原に洗脳された危

険な集団と報道。オームの事件が起きた時にこのように普

通で優しい彼らが何故、このような凶悪な事件を起こしたの

か？それを考えるべきだったが社会とメディアはその思

考を拒否した。狂暴で凶悪な人たちが社会にいると

いう風に刷り込まれてしまった。 

不安と恐怖に対し オームの事件によって不安と恐

怖が刷り込まれてしまった。他者が怖いのだ。どうする

か？まずはセキュリティーを強化する。一人でいるのが怖

くなる。不安と恐怖で。みんなで帰ろうと集団下校。仲間

作り。これがオーム以降のこの国の流れです。99 年以降、

国旗・国歌法、通信傍受法、住民基本台帳法の 3つの法案

が立て続けに自民党政権の圧倒的多数の中で成立。さらに

憲法改正調査会ができ、この頃から憲法改正が大手をふっ

て、口にできるようになった。こうしてずーっとつながっ

 憲法施行７０年流山憲法集会 

「少しヤギになろう」 
 

てきているのが、不安と恐怖。他者が怖いからまとまり

たい。皆で一つになりたいということ。 

他国の恐怖 国際的にも隣近所が皆、敵に見えて怖

い。中国が、北朝鮮が……。この連休中、北朝鮮の弾道

ミサイル報道が凄まじかった。しかし「弾道ミサイルに

どの程度の破壊力があるのか？」報道しない。火の海に

するなどというのは北の脅し文句だから韓国は動じて

いない。これら全部を正当化するのが不安と恐怖だ。 

日本の厳罰化とノルウェーの寛容化 悪い人

を社会から抹消したい、消したい、そうした思いからど

うなるか、一番代表的なのが厳罰化。先進国の中で、日

本はアメリカと並んで、例外的に死刑存置国。ＥＵには

死刑はない。実際に日本は先進国の中で殺人事件が最

も少ない治安のいい国なのに、ほとんどの方がこれを

知らない。メディアが報道しないから。メディアは「治

安が悪化してます」とは言わないが「凶悪事件が増えて

ます」とか、いう。何故そうするのか？不安と恐怖をあ

おった方が視聴率が上がるから。別に彼らは日本を右

傾化したいとか、憲法を破壊したいとか、戦争を起こし

たいとか思っているわけではなく、ただ単純に視聴率

や、部数を伸ばしたいだけ。煽ってるうちにどんどん社

会が変わる。政治も同じ。敵を掲げると支持率が上が

る。これまさにブッシュと同じ現在の安倍政権。こうし

た構造の中で不安と恐怖がどんどん強くなっていく。 

ノルウェーのオスロ刑務所。受刑者はおよそ 400 人。

服装は自由。受刑者と刑務官が同じテーブルで食事を

することもある。受刑者の部屋の冷蔵庫には旬の野菜

やデザートが。殺人や重罪を犯した人は島に行く。逃げ

る人はいない。規則正しい生活をすれば休暇をもらっ

て自宅に帰ることもできる。家族との交流は社会や家

族とのかかわりが途切れてしまわないように、ノルウ

ェー政府が積極的に進める取り組みだ。こういう環境

にしているのは最終的にはちゃんと社会に戻ってほし

いからで、受刑者が厳しい環境で過ごして、ひどい扱い

を受ければ、そのままひどい人間となって社会に適応

できなくなると考えているからだ。不安と恐怖社会を

変えてしまうが、それでいいのかを考えてほしい。日本

は集団として一色に染まりやすい。 

最後に一つ。モンゴルでは羊を飼うときヤギも入れ

ている。羊は群れでしか動かないが、ヤギは独りで餌を

求めて動く。それを羊が追う。日本人は羊の群れでな

く、もう少しヤギになってもいいのではないだろうか。 

 

 


